
「土地利用にかかわる都市政策の課題と展望」

●講義の概要
　本講義は、都市特有の土地利用状況によって生じる外部性
とその調整手段としての都市計画・建築規制制度に注目しま
す。最近の歴史的建造物などの都市資源を活用する観光振興
策や集約型都市構造への誘導策を題材とし、市民生活への影
響や利害の対立などに関して解説します。その上で、公共経
済学的な方法論を導入し、都市政策のPDCAサイクルにおけ
る「受益と負担の公平」の考慮・反映のあり方について探究
します。

●講義の到達目標
　都市特有の土地利用問題と、その調整手段としての都市計
画・建築規制制度の概要が理解できるようになる。経済活性
化策や都市機能の集積を図る施策が安心・安全など市民生活
の重要な要素の懸念材料になりうる構造について説明できる
ようになる。これらを通して、都市政策がもたらしうる受益
と負担を適正に評価するための視点と経済政策において重視
すべき公正性に関する知識を習得することを目標とします。

●講義計画
第 1 回：都市における土地利用と外部性
第 2 回：調整手段としての都市計画・建築規制制度
第 3 回：防災性能向上と歴史的建造物等の保存・活用
第 4 回：観光振興と市民生活の向上
第 5 回：集約型都市構造への再編と利害の対立
第 6 回：都市政策における受益と負担の公平

●成績評価基準と方法
①評価方法
・講義中の発表・討論：50％
・期末レポート：50％
②評価基準
・都市特有の土地利用問題とその調整手段としての都市計
画・建築規制制度の概要を理解しているか。

・経済活性化策などが市民生活の重要な要素の懸念材料に
なりうる構造について説明できるか。

・受益と負担を適正に評価するための視点と公正性に関す
る知識を習得しているか。

●テキスト又は参考文献
　適宜、指示します。

●受講上の留意点
　講義では積極的に意見を発表し討論に参加して下さい。
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「公共的空間と地域政策」

●講義の概要
・公共的空間の創出・利活用に関する理論や実務の系譜について講義
する。

・公共的空間の創出・利活用に関する地域政策の類型や構成要素、そ
の政策過程、政策効果等について検討する。

・公共的空間の創出・利活用に関する地域政策の具体的事例を取り上
げ、論点を掘り下げる。

●講義の到達目標
　本講義では、「公共的空間」の創出・利活用に関する理論や実務の
系譜について学び、それらに関する地域政策について検討することに
より、今後の地域社会における公共的空間のあり方を考察する契機と
する。

●講義計画
第 1 回　公共的空間の創出・利活用に関する理論と実務の系譜（1）

1960 ～ 1980年代
第 2 回　公共的空間の創出・利活用に関する理論と実務の系譜（2）

1990年代以降
第 3 回　公共的空間の創出・利活用に関する地域政策：「参画と協働

の拠点」（1）事例研究
第 4 回　公共的空間の創出・利活用に関する地域政策：「参画と協働

の拠点」（2）論点の検討・考察
第 5 回　公共的空間の創出・利活用に関する地域政策：「参画と協働

の拠点」（3）事例見学
第 6 回　公共的空間の創出・利活用の課題と可能性

●成績評価基準と方法
［評価基準］
（1）公共的空間の創出・利活用に関する理論や実務の系譜、それらに
関する地域政策について基本的な知識を習得し、説明することがで
きるか。

（2）先駆的事例から見出される論点について、専門的な観点から検討・
考察し、質疑や意見発表を行うことができるか。

（3）公共的空間の創出・利活用に関する地域政策に関して、具体的施策・
事業の提言を含むレポートとして論述することができるか。

［評価方法］
①授業への参画度(質疑、意見発表など)：30％（30点）、②期末レポー
ト(論題は講義内容を踏まえ、追って指示する)：70％（70点）によ
り総合的に評価する。

●テキスト又は参考文献
［テキスト］
・指定なし
［参考文献］
・篠原雅武『公共空間の政治理論』人文書院、2007年。
・鳴海邦碩『都市の自由空間：街路から広がるまちづくり』学芸出版
社、2009年。

・レイ・オルデンバーグ著、忠平美幸訳『サードプレイス：コミュニティ
の核になる「とびきり居心地よい場所」』みすず書房、2013年。

・ヤン・ゲール著；北原理雄訳『人間の街：公共空間のデザイン』鹿
島出版会、2014年。

［その他］
・各回のテーマに応じて、資料等を配付する。

●受講上の留意点
・指示した文献・資料を事前に読み、予習すること。
・授業では、講義に対する質疑やディスカッションにおける意見発表
等に積極的に参加すること。

・開講日は原則として前期の土曜日の3時限とする。
第3・4回は、2・3時限または3・4時限に連続して行う（対象事例に
係る政策実務担当者による特別講義を踏まえてディスカッションを
行う）予定である。

・具体的な講義日程は、前期の当初に告知する。
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